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 研究業績要旨（1,000 字以内） 
食品・食品素材・未利用緑葉資源に含まれるポリフェノールの栄養学・食品学上での意
義を明らかにするため、その探索とその生理機能の解明を行ない、主として以下のよう
な知見を得た。 
 緑茶カテキン類の化学構造と生理機能との関連について体内産生ラジカルが原因とな
る肝障害誘発ラットを用いて比較検討し、エピガロカテキンガレートの肝障害予防機能
が最も強く、続いてエピカテキンガレート、エピガロカテキンが強く、エピカテキンで
はほとんど効果のないことを明らかにた。また、カテキン類の抗糖尿病効果についても
その作用機構を含めて明らかにし、カテキン類が体内酸化の亢進の抑制を通して糖尿病
の亢進に予防的に作用することを明らかにした。また、地域在来作物などに含まれるフ
ラボノイドを取り上げ、その体内酸化ストレス制御についても古くから取り組み、イソ
ラムネチンの肝障害予防機能を明らかにするとともに、その血中への移行を明らかにし
た。その後、配糖体の構造と肝障害予防機能との関連にもついても食品素材から単離し
た各種フラボノイドを用いて検討し、イソラムネチン配糖体では、3 位の配糖体では障
害予防効果を示すが、3.7 位の配糖体では効果が消失することなどを明らかにし、体内利
用に有効なフラボノイドの化学構造の提示などを行なった。また、ルテオリンやアピゲ
ニンとその配糖体、マロニル体の体内酸化制御と構造との関連などについても検討し、
各種フラボノイドの構造と機能との関連を詳細に検討した。また、血中コレステロール
低下作用とフラボノイドの化学構造との関連についても検討を行い、タキシフォリン、
アスチルビン、アンペロプシンなどのフラバノノール類もその効果を有することを示し
た。 
 一方、ポリフェノールの一つ、アントシアニン類の化学構造と抗酸化・ラジカル消去
機能との関連についても in vitro で明らかにするとともに、その体内機能についても実
験動物による検討を行ない、そのいくつかには血清コレステロール低下作用、酸化スト
レス抑制、耐糖能改善などの抗糖尿病効果作用などを有することを示し、アントシアニ
ン生理機能研究の端緒の一つを築いた。また、生理機能を有するポリフェノールの食品
素材からの高い・容易な摂取をめざして、その植物体内での濃縮と環境因子との関連に
ついても検討を行ない、光、水分ストレスが濃縮の要因の一つとなること示した。 
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